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１． 研究計画の概要 
 
本研究では、ヒト前立腺に類似するショウジ
ョウバエ附属腺における、特異な二核細胞集
団の発生機構解明に焦点をあてる。研究代表
者らは、この二核細胞集団が、一核細胞集団
の同調化した細胞周期制御と最終細胞周期
における細胞質分裂の放棄によって一斉に
起きることを明らかにしてきた。本研究では
さらに、 
 
（１） 二核化がどのような因子の働きによ

って生じてくるのか？ 
（２） 二核細胞集団の存在意義が何か？ 
 
を明らかにすることを目的とする。 
 
 
２． 研究の進捗状況 
 
（１） 附属腺細胞の二核化を制御する因子

として、細胞質分裂における中心的
な制御因子として従来から知られて
いた Rho の不活性化の関与を明らか
にしたことに加え、未知の調節因子
の存在を明らかにした（論文投稿中）。 

（２） 附属腺細胞内の二核の相対的位置を
変えることに対応させ、細胞断面積
を変化させられることが明らかとな
った。それは附属腺全体の大きさに
可塑性を与え、その調節が可能とな
ることで、ショウジョウバエの繁殖
戦略上有利なしくみとなることが予
測された（論文投稿中）。 

 
 

３． 現在までの達成度 
 

①当初の計画以上に進展している。 
 
（理由） 
附属腺細胞の二核化を制御する因子を複数
同定したが、その中には細胞質分裂を制御す
る因子として従来知られなかったものも含
まれ、予想外の展開があった。また２核化の
目的が遺伝子発現調節にあるのではないか
という事前の予測に反し、細胞のサイズ調節
に起因する臓器のサイズ調節という予想外
の事実を証明できた。 
 
 

４． 今後の研究の推進方策 

 

（１） 新たにスクリーニングされた二核化
に異常をみせる突然変異体、および
二核細胞の細胞成長に異常を見せる
突然変異体の遺伝子解析を進めて、
それぞれの原因遺伝子を同定する。 

（２） 附属腺の二核細胞（中胚葉性）は、
成虫原基などの外胚葉性の上皮細胞
集団とは細胞死の際の排除方法が異
なることが判明したため、そのメカ
ニズムを解析する。 

（３） 附属腺サイズの調節は、個体の栄養
状態と関連するので、インスリンシ
グナルと二核化との関係を解析する。 
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